
◎意見書案第１２号 道州制導入に反対する意見書（案） 

○議長（山本浩平君） 日程第17、意見書案第12号 道州制導入に反対する意見書（案）を

議題に供します。 

提出者からの説明を求めます。 

４番、大渕紀夫議員。 

〔４番 大渕紀夫君登壇〕 

○４番（大渕紀夫君） 意見書案第12号。 

提出者、賛成者は記載のとおりであります。 

道州制導入に反対する意見書（案）。 

標記の意見書を別紙のとおり、白老町議会会議規則第８条の規定により提出します。 

 

道州制導入に反対する意見書（案） 

我々町村議会は、平成20年以来、町村議会議長全国大会において、その総意により、「住

民自治の推進に逆行する道州制は行わないこと。」を決定し、本年４月15日には、全国町村

議会議長会が「町村や国民に対して丁寧な説明や真摯な議論もないまま、道州制の導入が決

定したかのごとき法案が提出されようとしていることは誠に遺憾である。」とする緊急声明

を行った。さらに７月18日には、「道州制は絶対に導入しないこと。」とする要望を決定し、

政府・国会に対し、要請してきたところである。 

しかしながら、道州制導入を目指す法案の国会への提出の動きが依然としてみられ、ま

た、既に「道州制への移行のための改革基本法案」を第183回国会へ提出し、衆議院内閣委

員会において閉会中審査となっているなど、我々の要請を無視するかの動きをみせている。 

これらの法案は、道州制導入後の国の具体的なかたちを示さないまま、期限を区切った導

入ありきの内容となっており、事務権限の受け皿という名目のもと、ほとんどの町村におい

ては、事実上の合併を余儀なくされるおそれが高いうえ、道州はもとより再編された「基礎

自治体」は、現在の市町村や都道府県に比べ、住民と行政との距離が格段に遠くなり、住民

自治が衰退してしまうことは明らかである。 

町村は、これまで国民の生活を支えるため、食料供給、水源涵養、国土保全に努め、伝統・

文化を守り、自然を生かした地場産業を創出し、住民とともに個性あるまちづくりを進めて

きた。それにもかかわらず、効率性や経済性を優先し、地域の伝統や文化、郷土意識を無視

してつくり上げる大規模な団体は、住民を置き去りにするものであり、到底地方自治体と呼

べるものではない。多様な自治体の存在を認め、個々の自治体の活力を高めることが、ひい

ては全体としての国力の増強につながるものであると確信している。 

よって、我々白老町議会は、道州制の導入に反対する。 

以上、地方自治法第99条の規定により意見書を提出いたします。 

提出先は、記載のとおりでございます。 



○議長（山本浩平君） ただいま提出者から説明がありました。 

お諮りいたします。質疑及び討論を省略し、採決いたしたいと思いますが、ご異議ありま

せんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（山本浩平君） ご異議なしと認めます。 

これより採決いたします。 

意見書案第12号 道州制導入に反対する意見書（案）、原案のとおり決定することに賛成

の方は挙手を願います。 

〔挙手全員〕 

○議長（山本浩平君） 全員賛成。 

よって、意見書案第12号は、原案のとおり可決されました。 

議会の意思としてそれぞれの機関に送付することといたします。 

 


